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制
御
さ
れ
た
逸
脱

|
|
社
甫
七
言
拘
律
論
|
|

平

田

昌

司
京
都
大
向
学

「
劫
」
に
つ
い
て

い
ま
さ
ら
言
及
す
る
ま
で
も
な
い
の
だ
ろ
う
が
、
七
言
律
詩
の
形

成
に
と
っ
て
の
社
甫
(
七
二
了
七
七
O
)
、
そ
し
て
社
甫
の
七
言
律

詩
の
愛
遷
過
程
に
つ
い
て
、
あ
ざ
や
か
に
説
明
し
て
み
せ
た
の
は
葉

①
 

嘉
畳
(
一
九
二
四
i
)
だ
っ
た
。
と
り
わ
け
、
愛
州
時
代
の
七
言
律

詩
を
、
「
諸
将
五
首
」
「
秋
興
八
首
」
「
詠
懐
古
跡
五
首
」
な
ど
の
韻

律
の
血
厳
密
な
正
格
、
「
白
帝
城
最
高
棲
」
「
黄
草
」
「
愁
」
「
暮
春
」
な

ど
の
平
灰
を
気
ま
ま
に
踏
み
は
ず
し
た
よ
う
に
見
え
る
愛
瞳
(
拘
律
。

拘
障
の
律
詩
)
に
分
け
、

そ
れ
ぞ
れ
の
特
質
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
定
義

し
た
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

杜
甫
の
劫
律
が
、
後
人
の
た
め
に
一
筋
の
道
を
切
り
開
き
、

平
板
で
あ
り
き
た
り
に
陥
る
こ
と
を
避
け
つ
つ
七
三
口
律
詩
を
作

れ
る
突
破
口
を
得
さ
せ
た
こ
と
は
、
確
か
で
あ
る
。
こ
の
貼
は
、

杜
甫
の
七
言
律
詩
の
後
世
に
封
す
る
影
響
か
ら
圭
一
口
う
と
、
と
り

わ
け
注
意
を
引
く
こ
と
だ
と
認
め
て
よ
い
。
だ
が
、
壁
則
的
で

あ
る
こ
と
に
よ
り
月
並
み
の
浸
個
性
を
避
け
よ
う
と
す
る
の
は
、

結
局
の
と
こ
ろ
迂
回
路
に
過
ぎ
な
い
。
韻
律
を
最
密
に
守
り
な

が
ら
、
月
並
み
の
浸
個
性
に
陪
ら
な
い
で
い
ら
れ
る
作
品
、
そ

れ
こ
そ
が
正
格
と
い
う
も
の
の
、
も
っ
と
注
意
を
は
ら
わ
れ
て

③
 

し
か
る
べ
き
達
成
で
あ
る
。
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葉
嘉
畳
の
言
、
つ
よ
う
に
、
不
自
由
な
制
約
を
課
さ
れ
た
ま
ま
で
、

思
い
の
ま
ま
に
創
造
を
お
こ
な
え
る
こ
と
こ
そ
、
優
れ
た
能
力
に
ほ

③
 

か
な
ら
な
い
。

社
甫
の
七
言
律
詩
正
格
の
韻
律
が
、
王
漁
洋
(
一
六
三
四
l
一七会

ム
)
・
中
井
竹
山
(
一
七
三
0
1
一八
O
四
)
ら
の
時
納
し
た
七
言
律

詩
の
標
準
的
園
式
に
近
い
も
の
で
、
そ
の
う
え
一
部
の
例
外
も
許
容

し
て
い
る
こ
と
は
、
別
稿
で
説
い
た
。
つ
ぎ
に
、
紋
速
の
便
の
た
め
、

三
浦
梅
園
(
一
七
二
三
[
一
七
八
九
)
『
詩
轍
』
に
よ
る
七
言
律
詩
の



園
式
を
示
す
。
記
競
は
、
平
聾
字
O
、
灰
藍
字
・
、
本
来
は
灰
聾
で

平
撃
も
許
さ
れ
る
字
血
)
、
本
来
は
平
聾
で
灰
聾
も
許
さ
れ
る
字
》
を

分
せ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
こ
に
は
一
不
さ
な
い
。

意
味
す
る
。
初
句
が
押
韻
し
な
い
と
き
、
本
来
は
園
式
を
さ
ら
に
細

平
起
式
(
平
入
)

-
0・
)
・
・

0
0、
《

-
o
o
-
-
o

《

-
-
o
o
-
-、
-
0・
〉
・
・

o
o

(
-
0・〉・
0
0・
、
《

-
o
o
-
-
o

血〉・

-
o
o
-
-、
-
0・
〉
・
・

o
o

灰
起
式
(
以
入
)

《

-
o
o
-
-
o、
-
0・
)
・
・

o
o

ハ
-
0・)・
0
0・
、
《

-
o
o
-
-
o

-
)
.
》

O
o
-
-、
-
0・
)
・
・

o
o

》
0
・)・

0
0・
、
《

-
o
o
-
-
o

(
起
聯
)

(
前
聯
)

(
後
聯
)

(
結
聯
)

起
聯

(
前
聯
)

(
後
聯
)

ま
た
、
右
の
園
式
だ
け
で
詩
を
作
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
三
浦
梅

(
結
聯
)

園
は
、
「
〔
準
雲
「
詩
法
入
門
』
に
〕
「
一
三
五
は
論
ぜ
ず
、
二
四
六

は
分
明
」
と
云
ふ
訣
あ
り
。
誰
人
の
言
ひ
始
め
し
語
に
や
。

五

制
御
さ
れ
た
逸
脱
(
半
田
)

は
緩
也
と
は
云
ふ
べ
し
。
論
ぜ
ず
と
は
言
ひ
難
か
る
べ
し
。
且
つ
五

一
口
の
第
三
字
、
七
言
の
第
五
字
の
如
き
は
、

一
句
の
腰
な
れ
ば
聾
律

定
ま
れ
り
。
故
に
其
式
に
合
は
ざ
る
を
ば
劫
瞳
と
い
へ
り
。
七
言
一

三
の
字
、
第
五
字
に
比
す
れ
ば
随
意
な
り
。
宜
し
く
譜
を
照
す
べ
し
。

整
調
、
類
を
以
て
従
ふ
を
よ
し
と
す
。
故
に
譜
《

O
》

此

の
如
き
者
、
下
を
側
に
せ
ば
、

0
0・
上
を
平
に
す
べ
し
。
上
を
側

に
せ
ば
、
・

0
0下
を
平
に
す
べ
し
。

-
0・
孤
E
ー
と
な
す
は
、
聾

⑥
 

律
の
忌
む
る
所
也
」
と
初
皐
者
向
け
に
注
意
を
喚
起
す
る
。

こ
こ
に
現
れ
る
「
拘
」
と
い
う
用
語
を
、

五
言
律
詩
の
第
三
字
、

七
言
律
詩
の
第
五
字
の
平
灰
上
の
問
題
と
し
て
提
示
し
た
の
が
、
南
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一
四
四
l
一
一
一
一
一
七
)
『
漏
杢
律
髄
』
だ
と
い
う
こ
と

⑦
 

は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
清
代
の
王
漁
洋
「
律
詩
定

宋
の
方
回
(
一

盟
』
、
趨
執
信
(
一
六
六
一
了
一
七
四
四
)
『
聾
調
譜
』
、
翠
萱
(
一
七
五

③
 

二
l
一
七
九
二
)
『
聾
調
譜
拾
遺
』
、
董
丈
喚
(
一
八
三
三
l
一
八
七
七
)

『
葺
調
四
譜
園
説
』
、
王
力
(
一
九
O
O
l
一
九
八
六
)
『
漢
語
詩
律

皐
』
な
ど
に
よ
る
分
析
を
通
じ
て
、
「
揃
」
を
め
ぐ
る
議
論
の
範
園

は
接
大
さ
れ
て
き
た
。
と
り
わ
け
王
力
の
研
究
に
よ
っ
て
、
諸
類
型

は
ほ
ぼ
霊
く
さ
れ
た
と
言
え
よ
う
。
ま
た
、

日
本
の
中
井
竹
山
『
詩

律
兆
』
や
三
浦
梅
園
『
詩
轍
』
も
、
明
代
の
詩
撃
啓
蒙
主
目
を
参
考
に
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し
つ
つ
、
著
者
た
ち
が
日
本
で
入
手
で
き
た
唐
か
ら
明
ま
で
の
詩
集

を
網
羅
的
に
調
査
し
て
論
じ
た
も
の
で
、
出
護
貼
と
し
て
逸
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
。

こ
う
し
た
文
献
に
見
え
る
、
「
劫
」
を
め
ぐ
る
言
説
の
一
幣
史
を
ま

と
め
て
お
く
な
ら
ば
、
五
言
詩
は
二
・
三
、
七
言
詩
は
二
・
二
・
三

と
い
う
構
造
を
基
本
と
す
る
の
で
、
大
き
な
切
れ
目
に
あ
た
る
下
か

ら
第
三
字
「
腰
」
の
平
灰
の
例
外
を
ど
う
あ
っ
か
う
か
が
ま
ず
作
詩

上
の
課
題
と
な
り
、

つ
い
で
他
の
平
灰
上
の
例
外
も
と
り
こ
ん
で
、

「
劫
」
の
検
討
封
象
が
ふ
く
ら
ん
で
き
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

「
模
範
」
的
な
拘
律
|
|
「
白
帝
城
最
高
楼
」

杜
甫
の
七
言
八
句
の
詩
が
、
律
詩
の
模
範
的
園
式
に
あ
わ
な
い
の

は
、
ふ
た
つ
の
場
合
が
あ
る
。
ひ
と
つ
は
、
律
詩
以
前
の
詩
形
の
磨

一⑨

用
を
試
み
た
場
合
で
、
「
呉
瞳
」
な
ど
が
そ
れ
に
あ
た
る
。
も
う
ひ

と
つ
が
、

い
っ
た
ん
自
分
が
完
成
し
た
七
言
律
詩
の
平
灰
を
崩
し
た

拘
律
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
後
者
に
つ
い
て
は
、
過
去
の
詩
に
も
皐

ん
だ
う
え
で
律
詩
の
構
造
を
不
安
定
化
し
た
も
の
だ
ろ
う
か
ら
、
雨

者
を
峻
別
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

社
甫
の
拘
律
が
ど
の
よ
う
な
特
徴
を
も
つ
か
説
明
す
る
た
め
に
、

そ
の
代
表
作
だ
と
多
く
の
詩
論
家
が
一
致
し
て
認
め
る
大
暦
元
年

(
七
六
六
)
の
「
白
帝
城
最
高
棲
」
を
ま
ず
掲
げ
る
。
(

)
内
に
は

城
尖
径
田
氏
桂
脆
愁

奇
敷
匂
末
字
の
四
撃
を
示
し
た
。
o
o
-
-
0

・0(平)

濁
立
標
紗
之
飛
棲

峡
訴
雲
霊
龍
虎
臥

江
清
日
抱
一
電
電
遊

扶
桑
西
枝
釘
断
石

弱
水
東
影
随
長
流

杖
事
歎
世
者
誰
子

泣
血
泣
空
廻
白
頭

-・・・
0
0
0

-・oc
o
-
-
(去
)

o
o
-
-
0
0
0
 

o
o
o
o
-
-・
(
入
)

20 

-・0
・000

-
0

・・・0
・(上)

天
空
を
突
く
城
、
そ
こ
へ
つ
づ
く
斜
面
の
細
い
道
、
掲
げ
ら

-・・0
0
.

。

の
棲
に
、

れ
た
旗
指
物
は
人
の
心
を
つ
ら
く
さ
せ
る
。
は
る
か
高
い
空
中

λ
リ

ひ
と
り
立
つ
。
峡
谷
は
〔
大
地
を
〕
断
ち
切
り
、
そ

」
に
龍
や
虎
が
潜
む
の
を
雲
は
う
ず
め
隠
す
。
長
江
の
流
れ
は

清
く
、
巨
大
な
カ
メ
や
鰐
が
ひ
そ
む
水
面
を
抱
く
か
の
よ
う
に

太
陽
が
照
ら
し
て
い
る
。
〔
東
の
果
て
に
あ
る
、
神
話
上
の
巨



木
〕
扶
桑
の
西
へ
と
伸
び
て
き
た
校
が
、
切
り
立
っ
た
巌
に
向

か
い
合
う
。
〔
西
の
果
て
に
あ
る
、
停
説
上
の
川
〕
弱
水
か
ら

東
へ
と
流
れ
る
光
が
、
長
江
の
は
る
か
な
水
と
と
も
に
来
る
。

〔
そ
の
よ
う
な
も
の
ま
で
見
わ
た
せ
る
ほ
ど
、
こ
こ
は
高
い
と

こ
ろ
〕
。

一
本
の
粗
末
な
ア
カ
ザ
の
杖
を
つ
き
、
世
界
の
不
幸

を
嘆
く
の
は
い
っ
た
い
な
に
も
の
か
。
血
の
な
み
だ
を
、

去
三
え

ぎ
る
も
の
の
な
い
天
か
ら
は
る
か
な
断
崖
の
下
へ
と
麿
が
る
空

間
へ
と
散
ら
せ
つ
つ
、
老
い
て
白
く
な
っ
た
頭
が
振
り
か
え
る
。

韻
字
は
愁
(
尤
)
棲
(
侯
)
遊
(
尤
)
流
(
尤
)
頭
(
侯
)
で
尤
侯

幽
韻
。
二
・
四
・
六
句
は
下
三
千
。
起
聯
と
後
聯
は
、

一
句
内
部
の

二
四
不
同
や
二
六
封
さ
え
無
覗
す
る
。
清
の
沈
懐
潜
が
「
句
は
古
瞳

に
の
っ
と
り
、
封
は
律
躍
に
の
っ
と
り
、
ふ
た
つ
の
詩
睦
を
あ
わ
せ

huJ 

f
に

用
い
た
」
と
評
す
る
と
お
り
、
前
聯
と
後
聯
だ
け
が
、
か
ろ
う
じ
て

律
詩
に
近
い
要
素
を
残
し
て
い
る
。
「
詩
律
兆
』
に
よ
れ
ば
、
結
聯

⑬
 

は
杜
甫
だ
け
が
使
い
こ
な
す
形
式
。
で
は
奔
放
か
と
言
え
ば
、
奇
数

句
末
字
に
お
い
て
「

三
・
五
・
七
句
〔
末
に
〕
灰
撃
の
字
を
使

う
際
、
杜
甫
は
必
ず
一
句
お
き
に
離
し
て
使
い
、
績
け
ざ
ま
に
出
す

こ
と
が
な
い
。
他
の
詩
人
は
そ
う
で
な
い
」
と
い
う
こ
と
を
し
て
、

制
御
さ
れ
た
逸
脱
(
半
田
)

鶴
膝
病
を
回
避
し
て
い
る
。
矛
盾
し
た
言
い
か
た
で
は
あ
る
が
、
描

律
の
「
模
範
」
や
「
規
範
」
を
示
そ
う
と
す
る
な
ら
、
こ
の
「
白
帝⑪
 

城
最
高
棲
」
は
い
ろ
い
ろ
な
候
件
を
理
想
的
に
満
た
し
て
い
る
の
だ
。

そ
こ
に
は
「
龍
虎
」
「
一
電
車
豆
「
扶
桑
」
「
弱
水
」
と
、
非
日
常
の

存
在
が
覗
質
的
な
像
を
結
び
、
最
後
の
二
句
で
は
、
書
一
面
の
内
側
へ

は
い
り
こ
ん
だ
語
り
手
の
涙
が
風
に
の
り
、
断
崖
の
下
に
唐
が
る
は

る
か
な
空
間
へ
と
散
っ
て
い
く
。

釘
照
さ
れ
る
正
と
奇
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|
|
「
七
月
一
日
題
終
明
府
水
棲
二
首
」

杜
甫
の
劫
律
は
、
「
白
帝
城
最
高
棲
」
の
よ
う
な
、
「
劫
」
的
性
格

を
説
明
し
や
す
い
例
ば
か
り
で
は
な
い
。

つ
ぎ
に
、
大
暦
二
年
(
七

⑬
 

六
七
)
の
「
七
月
一
日
題
終
明
府
水
棲
二
首
」
、
す
な
わ
ち
立
秋
の

⑬
 

日
に
奉
節
際
令
の
柊
郁
の
長
江
に
臨
む
棲
に
登
っ
て
作
っ
た
七
言
律

詩
二
首
を
と
り
あ
げ
る
。
原
注
に
よ
れ
ば
、
終
郁
は
愛
州
府
功
曹
参

軍
で
、
奉
節
際
令
の
臨
時
代
理
を
品
兼
務
し
て
い
た
。
ま
ず
第
一
首
の

平
灰
を
示
す
。

高
棟
曾
軒
己
白
涼

0

・oo--O(平
)
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秋
風
此
日
濯
衣
裳

儲
然
欲
下
陰
山
雪

不
去
非
加
熱
漢
署
香

絶
壁
過
雲
間
錦
繍

疎
松
爽
水
奏
生
藁

看
君
宜
著
王
喬
履

員
賜
還
疑
出
向
方 第

八
十
二
一
冊o
o
-
-
-
o
o
 

o
o
-
-
0
0・
(
入
)

-・oo
-
-
o

-・ooo--(去
)

o
o
-
-
-
o
o
 

-
0
0

・00
・(上)

高
い
梁
、
重
な
り
あ
う
ひ
さ
し
を
も
っ
こ
の
棲
に
た
つ
と
、

0

・oo-
-
o

そ
れ
だ
け
で
〔
暑
さ
の
な
か
で
も
〕
涼
し
さ
を
感
じ
る
ほ
ど
。

こ
の
日
、

立
ち
そ
め
た
秋
の
風
は
、
〔
七
月
一
日
と
い
う
、
孟
秋
最
初
の
〕

わ
た
し
の
服
を
吹
き
ぬ
け
る
。
さ
っ
と
吹
け
ば
、

〔
は
る
か
西
北
の
〕
陰
山
の
雪
を
も
た
ら
す
か
の
よ
う
に
〔
さ

わ
や
か
に
〕
思
わ
れ
る
。
〔
あ
な
た
は
こ
の
土
地
か
ら
〕
去

〔
っ
て
中
央
の
官
僚
と
し
て
の
地
位
を
求
め
〕
る
わ
け
で
は
な

い
が
、
〔
そ
の
す
ぐ
れ
た
人
が
ら
ゆ
え
〕
朝
廷
の
尚
書
省
〔
で

仕
え
る
者
〕
の
口
に
含
む
鶏
舌
香
の
よ
う
な
香
り
が
〔
こ
の
棲

に
〕
た
ち
こ
め
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
そ
そ
り
た
つ
断
崖
に
か

か
っ
て
い
た
雲
が
過
ぎ
た
あ
と
に
は
錦
や
刺
繍
の
よ
う
な
美
し

い
風
景
が
現
れ
、
雨
岸
の
あ
ち
こ
ち
に
茂
る
松
は
笠
の
リ
l
ト

の
よ
う
な
〔
天
績
の
〕
ひ
び
き
を
聴
か
せ
て
く
れ
る
。
〔
こ
の

す
ば
ら
し
い
揮
に
い
る
〕
あ
な
た
を
見
て
い
る
と
、
〔
宮
中
で

作
ら
れ
た
く
つ
を
野
生
の
鴨
に
蟹
身
さ
せ
、
牒
令
と
し
て
の
任

地
か
ら
し
ば
し
ば
都
の
皇
帝
の
も
と
へ
と
参
内
し
た
と
停
え
ら

れ
る
後
漢
の
〕
王
喬
の
く
つ
を
は
く
の
に
ふ
さ
わ
し
い
〔
非
凡

な
〕
人
物
〔
で
皇
帝
の
も
と
へ
召
さ
れ
る
機
舎
も
あ
る
か
〕
の

ょ
う
だ
。
〔
あ
な
た
の
く
つ
も
、
臨
時
代
理
で
は
な
い
〕
ほ
ん

と
う
の
〔
牒
令
の
任
命
書
〕
と
と
も
に
賜
わ
っ
た
も
の
の
よ
う

22 

で
、
ど
う
や
ら
〔
宮
中
御
用
の
器
物
を
作
る
〕
倫
方
署
で
作
ら

⑪
 

れ
た
ら
し
い
と
思
わ
れ
る
。

韻
字
は
涼
(
陽
)
裳
(
陽
)
香
(
陽
)
筈
一
(
唐
)
方
(
陽
)
で
陽
唐

韻
。
こ
の
第
一
首
は
、
七
言
律
詩
の
標
準
的
平
灰
で
あ
り
、
奇
数
句

末
字
に
は
平
上
去
入
を
そ
れ
ぞ
れ
一
回
ず
つ
使
う
。
と
こ
ろ
が
、
第

二
首
の
様
相
は
一
愛
し
、
ほ
と
ん
ど
全
瞳
が
劫
句
か
ら
な
る
。

悠
子
弾
琴
口
巴
宰
日

-・oo
-
-

・(入)

終
軍
奔
嬬
英
妙
時

0
0

・00.
。

承
家
節
操
向
不
況

0 
0 • • • 0 • 
上⑬



属
政
風
流
今
在
京

0

・coo
-
o

可
憐
賓
客
蓋
傾
蓋

何
慮
老
翁
来
賦
詩

-
o
o
-
-
0・
(
去
)

0

・・00
.
。

楚
江
亙
峡
宇
畳
一
百
雨

-
o
o
-
-
0・
(
上
)

清
筆
疏
簾
看
奔
棋

0

・oo-
-
o

〔
春
秋
時
代
の
〕
宮
子
賎
は
牒
令
と
し
て
の
執
務
の
場
で
琴

を
弾
く
だ
け
だ
っ
た
〔
の
に
、
任
地
は
自
然
に
治
ま
っ
た
〕
0

〔
あ
な
た
と
同
姓
の
漢
の
〕
柊
軍
は
、
若
く
て
前
途
有
望
な
と

き
〔
都
に
向
か
う
際
の
〕
闘
所
で
渡
さ
れ
た
通
行
手
形
を
〔
再

ぴ
来
る
と
き
は
出
世
し
て
い
る
か
ら
不
要
だ
と
〕
捨
て
て
し

ま
っ
た
。
〔
終
軍
以
来
の
〕
あ
な
た
の
家
の
志
の
高
さ
は
ま
だ

減
び
て
い
な
い
し
、
〔
憲
子
賎
の
よ
う
な
〕
政
治
を
お
こ
な
う

姿
勢
の
お
お
ら
か
さ
は
今
こ
こ
に
こ
そ
存
在
す
る
。
う
れ
し
い

」
と
に
〔
あ
な
た
を
慕
っ
て
や
っ
て
く
る
〕
客
人
た
ち
は
す
べ

て
馬
車
の
か
さ
を
傾
け
〔
て
心
ゆ
く
ま
で
語
り
合
い
〕
。
ど
こ

か
の
老
人
〔
に
す
ぎ
な
い
私
の
よ
う
な
者
〕
さ
え
や
っ
て
き
て

詩
を
詠
む
。
楚
の
〔
地
へ
と
つ
づ
く
〕
長
江
や
亙
峡
は
、
時
に

雲
や
雨
が
か
か
る
〔
す
ば
ら
し
い
景
色
〕
。
心
地
よ
い
竹
む
し

制
御
さ
れ
た
逸
脱
(
半
田
)

ろ
、
風
を
よ
く
透
す
す
だ
れ
、
そ
の
内
に
〔
あ
な
た
は
ゆ
っ
た

り
と
し
て
〕
碁
の
局
面
を
な
が
め
て
い
る
。

韻
字
は
時
草
詩
棋
で
之
韻
。
四
句
と
五
句
、
六
句
と
七
句
が
失
粘
。

全
瞳
と
し
て
、

か
な
り
は
な
は
だ
し
い
拘
瞳
で
、

『
詩
律
兆
』
に

よ
っ
て
各
聯
の
形
式
の
出
現
頻
度
を
確
か
め
る
と
、
前
聯
の
型
は
杜

甫
が
巧
み
に
用
い
る
と
さ
れ
る
が
、
後
聯
の
型
は
稀
。
結
聯
の
型
に

⑮
 

至
っ
て
は
、
社
甫
に
例
が
な
い
と
ま
で
誤
認
さ
れ
て
い
る
。

第
二
首
の
韻
律
と
内
容
の
相
闘
性
を
検
討
し
て
み
る
と
、
興
味
深

い
こ
と
に
気
づ
く
。
ま
ず
各
聯
ご
と
に
平
聾
七
字
、
灰
聾
七
字
の
均

23 

衡
を
保
た
せ
て
い
る
。
忽
子
賎
を
主
題
と
す
る
一
句
・
四
句
は
二
千

五
灰
と
五
平
二
灰
、
終
軍
を
主
題
と
す
る
こ
句
・
三
句
は
そ
れ
が
逆

縛
し
て
五
平
二
灰
と
二
平
五
灰
。

つ
ま
り
憲
子
賎
・
移
軍
そ
れ
ぞ
れ

に
つ
い
て
ち
ょ
う
ど
七
千
七
灰
で
、
聯
ご
と
の
七
千
七
灰
と
つ
り
あ

う
。
こ
れ
ら
起
聯
・
前
聯
の
四
句
は
、
棲
の
主
人
で
あ
る
終
郁
を
た

た
え
た
部
分
。
失
粘
で
前
宇
と
切
断
さ
れ
た
後
聯
五
・
六
句
は
、
山
栄

し
み
の
場
に
い
あ
わ
せ
た
人
び
と
。
七
句
で
再
び
失
粘
し
、
遠
近
の

風
景
に
覗
黙
を
移
動
さ
せ
た
結
聯
七
・
八
句
と
な
る
。
社
甫
は
、
意

国
的
に
句
ご
と
の
韻
律
の
正
揃
や
失
粘
を
手
段
と
し
、
聴
覚
的
な
詩
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の
響
き
と
場
面
轄
換
と
を
一
致
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
だ
ろ
う
。

」
こ
で
、
再
ぴ
「
七
月
一
日
題
終
明
府
水
棲
二
首
」
を
互
い
に
讃

み
比
べ
て
み
た
い
。
七
律
の
正
格
を
用
い
た
第
一
首
は
、
水
棲
を
詠

ん
だ
毅
景
の
作
、
か
っ
現
場
の
状
況
を
踏
ま
え
て
主
人
に
贈
っ
た
詩

と
し
て
、
遺
和
感
は
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
掲
瞳
の
第
二
首
は
、
前
必
十

で
牒
令
や
柊
軍
に
ま
つ
わ
る
歴
史
を
回
顧
し
た
あ
と
、
客
た
ち
に
ま

じ
っ
て
語
り
手
の
社
甫
が
顔
を
の
ぞ
か
せ
、
最
後
に
主
人
の
す
が
た

を
含
む
毅
景
で
と
じ
る
。
い
わ
ば
、
朗
々
と
歯
切
れ
の
よ
い
外
向
け

の
聾
で
語
る
第
一
首
、
場
を
共
有
す
る
観
客
へ
の
傍
白
を
ま
じ
え
た

第
二
首
と
い
う
差
異
を
、
韻
律
の
意
識
的
な
使
い
分
け
に
よ
っ
て
演

じ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

多
く
の
詞
華
集
が
揃
躍
の
傑
作
と
認
め
る
「
白
帝
城
最
高
楼
」
と

は
異
な
り
、
「
七
月
一
日
題
終
明
府
水
棲
二
首
」
は
、
あ
ま
り
高
い

評
慣
を
輿
え
ら
れ
た
こ
と
が
な
い
。
し
か
し
、
前
後
二
首
の
韻
律
が

一
正
一
奇
の
封
比
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
第
二
首
内
部
の
「
拙
」
が

展
開
上
に
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

い
ず
れ
の
面
か
ら
み
て
も
、
社

甫
が
熟
慮
の
う
え
で
拘
律
を
選
ん
だ
こ
と
を
確
認
で
き
る
作
品
な
の

で
あ
る
。

劫
躍
に
お
け
る
聾
病
回
避
と
押
韻

杜
甫
は
な
ぜ
揃
瞳
の
詩
を
書
く
の
か
、
ど
う
い
う
と
き
に
揃
瞳
を

選
ぶ
の
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
今
日
に
至
る
ま
で
、
多
く
の
検
討

む

が
重
ね
ら
れ
て
き
た
。
以
下
、
三
つ
の
類
型
に
ま
と
め
て
紹
介
す
る
。

第
一
に
、
老
境
に
入
っ
た
社
甫
が
、
も
は
や
細
か
い
韻
律
に
こ
だ

わ
ら
な
く
な
っ
た
の
だ
と
す
る
説
が
あ
る
。
清
の
朱
瀦
(
一
六
二
O

ー
一
六
七
八
)
は
、
「
杜
甫
は
若
い
と
き
に
精
密
さ
を
獲
得
し
、
年
を

と
っ
て
か
ら
は
そ
れ
ま
で
以
上
に
思
い
の
ま
ま
〔
詩
を
作
る
よ
う
〕

③
 

に
な
っ
た
の
だ
」
と
言
う
。
清
の
楊
倫
(
一
七
四
七
1

一八
O
二一)
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『
杜
詩
鏡
詮
』
に
も
、
「
社
甫
の
晩
年
の
七
律
は
、
こ
だ
わ
り
を
拾

⑮
 

て
て
、
自
分
で
も
か
ま
わ
な
く
な
っ
て
い
る
」
と
い
っ
た
許
諾
が
し

ば
し
ば
み
ら
れ
る
。
自
分
も
加
わ
っ
て
完
成
さ
せ
た
律
詩
の
規
則
を

い
っ
た
ん
は
遵
守
し
な
が
ら
、
晩
年
に
至
っ
て
束
縛
を
捨
て
て
自
由

に
な
っ
た
と
す
る
の
だ
。
け
れ
ど
も
、
「
七
月
一
日
題
終
明
府
水
棲

二
首
」
の
分
析
で
明
ら
か
に
な
っ
た
と
お
り
、
杜
甫
の
七
律
に
お
け

る
劫
瞳
は
「
奇
」
と
し
て
の
性
質
を
強
く
帯
、
び
て
い
る
。
四
で
絹
れ

る
と
お
り
、
後
世
に
残
る
べ
き
詩
を
作
る
に
は
「
正
」
の
詩
を
書
く



こ
と
が
多
く
、
掬
律
は
あ
ま
り
用
い
ら
れ
な
い
。

第
二
に
、
七
言
律
詩
の
定
型
は
杜
甫
の
時
代
に
ま
だ
充
分
な
完
成

に
至
っ
て
い
な
か
っ
た
と
す
る
説
が
あ
る
。

一
例
と
し
て
、
三
浦
梅

園
「
詩
轍
」
の
一
段
を
引
く
。

五
律
の
如
き
、
初
唐
に
劫
聯
多
く
、
盛
唐
に
少
な
し
。
盛
唐
、

五
律
の
劫
聯
に
於
て
は
忌
む
、
七
律
に
は
忌
ま
ず
。
七
律
の
劫

雨
明

聯
、
盛
唐
に
は
拘
ら
ず
、
晩
唐
は
密
、
明
人
は
巌
。

『
詩
轍
』

の
関
聯
す
る
論
述
を
ま
と
め
る
と
、
初
唐
の
詩
は
六
朝
以

来
の
詩
形
を
継
承
し
て
、

一
聯
内
部
の
韻
律
だ
け
に
注
意
し
、
粘
法

に
は
必
ず
し
も
こ
だ
わ
ら
な
い
。
ま
た
初
唐
に
は
平
灰
律
も
完
全
に

は
定
ま
っ
て
お
ら
ず
、

一
句
の
内
に
上
去
入
聾
字
を
ま
じ
え
て
用
い

で
さ
え
い
れ
ば
、
平
聾
字
を
含
ま
な
く
て
も
許
容
さ
れ
る
。
盛
唐
に

な
る
と
ま
ず
五
言
律
詩
か
ら
韻
律
規
則
が
整
備
さ
れ
、
さ
ら
に
晩
唐

の
李
商
隠
か
ら
は
七
言
律
詩
を
含
め
た
粘
法
・
平
灰
が
明
確
に
定

ま
っ
た
の
だ
。
こ
の
説
に
よ
れ
ば
、
七
律
の
揃
瞳
は
、
社
甫
の
時
代

に
は
ま
だ
禁
忌
と
な
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
進
士
科
の
答
案
を
み
る
と
、
開
元
二
十
六
年
(
七
三
八
)
の
崖

曙
「
明
堂
火
珠
詩
」
、
天
賓
十
載
(
七
五
一
)
の
銭
起
ら
五
名
の
「
湘

制
御
さ
れ
た
逸
脱
(
半
田
)

霊
鼓
琵
詩
」
は
い
ず
れ
も
五
言
律
詩
の
定
型
を
遵
守
す
る
(
句
末
の

平
灰
灰
を
灰
一
小
灰
と
し
た
箇
所
の
み
二
例
あ
る
(
崖
曙
・
貌
躍
)
。
こ
れ
は

唐
詩
で
慶
一
く
許
容
さ
れ
る
例
で
あ
る
)
o

少
な
く
と
も
五
言
律
詩
に

つ
い
て
は
、
開
元
年
間
に
公
認
の
定
型
が
で
き
て
い
た
と
み
な
く
て

は
な
ら
な
い
。
さ
き
の
「
七
月
一
日
題
終
明
府
水
棲
二
首
」
の
封
比

か
ら
は
、
七
言
律
詩
の
規
範
も
す
で
に
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う

、A
f
-
-
〉

0

4
M
A
U、4
A
Z
~
q

第
三
に
、
七
言
律
詩
の
定
型
が
い
っ
た
ん
完
成
し
た
後
、

さ
ら
な

る
濁
自
性
の
護
揮
を
め
ざ
し
て
劫
瞳
に
挑
戦
し
た
、
と
い
う
説
が
あ

25 

る
。
葉
嘉
埜
も
そ
の
方
向
で
あ
る
し
、
近
年
で
は
葛
暁
音
(
一
九
四

六
l
)
が
、
唐
代
の
七
言
律
詩
の
題
材
・
行
情
の
多
様
性
に
封
麿
す

③
 

る
積
極
的
な
試
み
と
し
て
社
甫
の
拘
律
を
位
置
づ
け
た
。

本
論
は
、
杜
甫
は
七
言
律
詩
の
形
式
の
完
成
と
揚
棄
を
と
も
に
成

就
し
た
詩
人
で
あ
る
こ
と
を
認
め
る
。
そ
の
上
で
、
杜
甫
は
封
象
と

状
況
に
あ
わ
せ
て
揃
躍
を
意
識
的
に
選
揮
し
た
と
い
う
知
、
社
甫
の

七
律
拙
瞳
の
検
討
に
は
韻
律
と
内
容
と
の
雨
面
を
あ
わ
せ
み
る
必
要

が
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
。
そ
こ
で
、
自
由
奔
放
だ
と
錯
覚
さ
れ
る

こ
と
も
あ
る
杜
甫
の
七
律
揃
瞳
や
古
瞳
詩
に
し
ば
し
ば
精
巧
な
韻
律
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上
の
配
慮
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
示
し
て
お
き
た
い
。
ま
ず
、
過
去

③
 

の
研
究
に
お
い
て
七
律
劫
樫
と
さ
れ
た
詩
か
ら
十
首
を
選
び
、
題
・

所
属
の
韻
・
奇
数
句
(
一
三
五
七
旬
)
末
字
の
四
撃
を
掲
げ
る
。

①
「
九
日
」

己旦(藻韻

北
(
入
)
放
(
去
)
客
(
入
)
事
(
去
)

②
「
愁
」

庚
耕
清
韻

生
(
平
)
性
(
去
)
園
(
入
)
否
(
上
)

③
「
童
夢
」

先
仙
韻

然
(
平
)
醇
(
去
)
底
(
上
)
闘
(
去
)

④
「
七
月
一
日
題
終
明
府
水
棲
二
首
(
其
二
)
」

陽
唐
韻

涼
(
平
)
雪
(
入
)
繍
(
去
)
履
(
上
)

⑤
「
暮
春
」

東
韻

中
(
平
)
雨
(
上
)
暗
(
去
)
渚
(
上
)

⑥
「
濫
澗
」

侵
立回
日住之

深
(
平
)
去
(
去
)
首
(
上
)
少
(
去
)

⑦
「
白
帝
城
最
高
棲
」

尤
侯
幽
韻

愁
(
平
)
臥
(
去
)
石
(
入
)
子
(
上
)

⑧
「
暮
賄
」

斉
韻

棲
(
卒
)
岐
(
上
)
揖
(
入
)
音
叫
(
去
)

⑨
「
草
山
人
隠
居
」

青
韻

星
(
平
)
菊
(
入
)
己
(
上
)
覆
(
入
)

⑮
「
暁
護
公
安
」

脂
之
韻

罷
(
去
)
日
(
入
)
去
(
去
)
跡
(
入
)

一
見
し
て
わ
か
る
と
お
り
、
上
の
十
首
の
中
に
、
奇
数
句
末
に
連

績
し
て
同
じ
聾
調
の
字
を
用
い
た
詩
は
な
い
。
た
と
え
ば
①
の
「
九

日
」
で
は
、
入
葺
字
と
去
藍
字
を
ひ
と
つ
お
き
に
用
い
る
配
慮
が
な

さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
さ
ら
に
「
愁
」
「
七
月
一
日
題
終
明
府
水
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棲
(
其
二
)
」
「
白
帝
城
最
高
棲
」
「
暮
蹄
」
が
、
奇
数
句
末
に
干
上

去
入
聾
を
一
回
ず
つ
用
い
、

⑫
 

し
た
い
。

四
撃
を
重
複
さ
せ
な
い
工
夫
に
も
注
目

も
う
一
貼
、
特
に
強
調
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
七
言
劫

律
を
含
む
社
甫
の
近
瞳
詩
が
唐
代
の
押
韻
規
範
を
最
格
に
遵
守
す
る

こ
と
で
あ
る
。
黄
侃
(
一
八
八
六
1
ム
九
三
五
)
は
、
「
〔
唐
初
に
〕
許

敬
宗
が
奏
上
し
て

『
切
韻
」

の
〔
公
式
韻
書
と
し
て
の
〕
使
用
に
つ

き
決
定
し
た
の
だ
が
、
許
氏
が
詩
を
作
る
と
き
に
は
あ
ま
り
「
切

韻
』
に
こ
だ
わ
っ
て
い
な
い
。
杜
甫
は
、
音
中
外
に
も
〔
『
切
韻
』



を
〕
き
ち
ん
と
守
っ
て
い
る
。
韓
愈
は
、
窄
韻
の
と
き
〔
『
切
韻
』

を
〕
意
識
的
に
き
ち
ん
と
守
る
が
、
寛
韻
の
と
き
は
わ
ざ
と
〔
他
の

韻
と
〕
通
用
さ
せ
て
押
韻
す
る
。
韓
愈
は
言
語
文
字
の
皐
聞
に
た
い

へ
ん
詳
し
く
、
宋
代
の
人
と
は
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
ほ
ど
だ
っ
た

③
 

か
ら
だ
ろ
う
」
と
言
う
。
杜
甫
の
押
韻
の
巌
密
さ
に
つ
い
て
は
、
段

玉
裁
も
「
『
丈
選
』

や
庚
信
と
い
っ
た
作
家
た
ち
〔
の
作
品
〕
を
熟

知
し
て
い
た
。
だ
か
ら
、
杜
甫
の
作
る
近
盟
詩
で
五
支
の
韻
を
用
い

た
も
の
は
二
十
七
首
、
脂
韻
や
之
韻
を
一
回
も
ま
じ
え
る
こ
と
が
な

ぬい
」
と
述
べ
る
。
唐
代
の
功
令
は
、
「
贋
韻
」
な
ど
宋
代
以
降
の
規

定
と
異
な
り
、

五
支
と
六
脂
七
之
(
お
よ
び
相
配
す
る
上
去
入
替
韻
)

と
を
明
確
に
匝
別
し
て
い
た
。

韻
の
問
題
は
こ
れ
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
大
暦
二
年
(
七
六
七
)
の

五
言
古
詩
「
奉
酬
醇
十
二
丈
判
官
見
贈
」
の
押
韻
は
、
青
韻
濁
用
の

③
 

三
十
韻
と
い
う
異
例
な
も
の
で
あ
る
。
通
常
、
古
盟
詩
の
押
韻
で
は

庚
耕
清
青
四
韻
の
同
用
が
認
め
ら
れ
て
い
る
の
に
、
わ
ざ
わ
ざ
近
瞳

詩
と
同
じ
青
韻
濁
用
に
挑
ん
だ
。
さ
ら
に
大
暦
五
年
(
七
七
O
)
の

五
言
古
詩
「
請
来
陽
以
僕
阻
水
書
致
酒
肉
療
飢
荒
江
詩
得
代
懐
興
章

本
韻
至
牒
呈
請
令
陸
路
去
方
田
騨
四
十
旦
舟
行
一
日
時
属
江
掠
泊
於

制
御
さ
れ
た
逸
脱
(
半
田
)

方
田
」
は
、
上
聾
の
小
韻
で
十
三
韻
と
い
う
、
あ
た
り
ま
え
で
は
な

い
技
巧
に
な
る
。
唐
代
に
は
近
瞳
詩
に
お
い
て
も
、
小
韻
は
篠
韻
と

⑧

、

同
用
が
許
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
韻
字
の
う
ち
「
半
句
獲
浩
詰
」
は
、

宋
抜
本
王
韻
に
上
書
小
韻
「
出
、
浩
出
、
大
水
」
と
あ
り
、
も
と

「
子
庶
賦
」
に
出
る
字
。
同
じ
年
の
五
言
古
詩
「
舟
中
苦
熱
遣
懐
奉

呈
陽
中
丞
通
簡
牽
省
諸
公
」
の
韻
字
「
夫
何
激
衰
儒
」
は
、
去
聾
翰
③
 

韻
に
乃
乱
反
の
「
情
、
弱
」
と
あ
る
、
『
周
稽
」
考
工
記
・
斬
人
の

稗
丈
に
擦
っ
た
字
音
を
使
、
っ
。
こ
の
よ
う
な
、
律
賦
に
取
り
組
む
が

③
 

如
き
押
韻
は
、
社
甫
以
前
の
唐
詩
に
み
ら
れ
な
い
。

27 

四

J士
F口

論

七
言
劫
律
を
舞
蓋
と
し
た
言
語
的
賓
験
に
つ
い
て
、
葉
嘉
壁
は
つ

ぎ
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
。
成
都
時
代
に
至
っ
て
、
社
甫
の
七
言
律

詩
は
完
成
期
に
至
り
、
韻
律
を
遵
守
し
つ
つ
も
そ
れ
に
縛
ら
れ
な
い

自
然
さ
を
獲
得
し
た
。
そ
し
て
愛
州
時
代
に
な
る
と
、
韻
律
を
完
壁

に
遵
守
し
な
が
ら
飛
躍
す
る
正
格
の
詩
、
韻
律
の
束
縛
に
こ
だ
わ
っ

て
い
な
い
の
に
韻
律
の
本
質
を
つ
か
ん
だ
壁
瞳
の
掬
律
、
爾
方
を
白

⑪
 

在
に
書
け
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
。
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」
う
い
っ
た
傾
聴
す
べ
き
意
見
に
封
し
て
、
本
論
の
姿
勢
は
形
式

に
こ
だ
わ
り
過
ぎ
か
も
知
れ
な
い
。
た
だ
、
杜
甫
の
七
言
拘
律
が
、

奔
放
に
見
え
な
が
ら
も
奇
数
句
末
字
の
整
調
に
き
ち
ん
と
配
慮
し
、

押
韻
規
範
も
m
厳
密
に
守
っ
て
い
る
事
賓
は
、
「
拘
」
が
決
し
て
気
ま

ぐ
れ
の
産
物
で
は
あ
り
え
ず
、
制
御
さ
れ
た
逸
脱
に
ほ
か
な
ら
な
い

こ
と
を
物
語
る
。
そ
こ
で
問
う
こ
と
に
し
よ
う
。
要
州
の
社
甫
は
、

ど
う
し
て
「
秋
興
八
首
」
「
詠
懐
古
跡
五
首
」
「
諸
将
五
首
」
に
拘
瞳

を
選
ば
な
か
っ
た
の
か
。
こ
こ
で
要
州
時
代
以
前
の
七
言
律
詩
に
ま

で
覗
野
を
援
げ
る
と
、

そ
こ
に
は
あ
る
傾
向
が
見
い
だ
せ
る
。
皇
帝

や
朝
廷
に
言
及
し
た
「
蹴
日
」
「
紫
寝
殿
退
朝
日
競
」
「
官
一
政
殿
退

朝
」
、
諸
葛
亮
の
嗣
堂
に
詣
で
た
「
萄
相
」
、
最
も
親
し
い
友
人
鄭
慶

と
の
永
訣
を
珠
感
し
た
「
迭
鄭
十
八
度
庇
台
州
司
戸
傷
其
臨
老
陥
賊

之
故
闘
矯
面
別
情
見
於
詩
」
な
ど
に
は
、

い
ず
れ
も
劫
睦
と
よ
べ
る

ほ
ど
多
く
の
韻
律
上
の
例
外
が
み
ら
れ
な
い
。
ど
う
や
ら
杜
甫
は
居

ず
ま
い
を
正
し
て
詩
を
作
る
と
き
に
劫
律
を
避
け
る
の
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
最
武
に
贈
っ
た
一
群
の
詩
に
韻
律
的
な
破
格
は
少
な
く
、
社

甫
に
と
っ
て
巌
武
が
遠
慮
の
あ
る
相
手
だ
っ
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。

し
た
が
っ
て
、
個
々
の
詩
作
の
〈
場
〉
や
内
容
や
受
け
手
を
無
嗣
し

て
拘
律
と
い
う
形
式
を
語
る
こ
と
に
、
あ
ま
り
意
味
は
な
い
。

こ
こ
で
、
上
元
二
年
(
七
六
一
)
の
「
老
去
詩
篇
淳
漫
輿
」
(
「
江

上
値
水
如
海
勢
柳
短
述
」
)
、
大
暦
二
年
の
「
晩
節
漸
於
詩
律
細
」
(
「
遣

間
戯
呈
路
十
九
曹
長
」
)
と
い
う
有
名
な
句
を
思
い
起
こ
そ
う
。

見

し
た
と
こ
ろ
相
反
し
て
見
え
る
こ
の
二
句
に
つ
い
て
、
清
の
仇
兆
散
策

(
一
六
三
八
1

一
七
一
七
)
は
、

「
詩
の
韻
律
が
精
密
(
詩
律
細
)
」
は
配
慮
が
綿
密
、
「
い
つ

で
も
遁
首
に
や
り
す
ご
す
(
淳
漫
奥
)
」
は
執
筆
に
き
わ
め
て
熟

練
し
た
と
い
う
意
味
だ
。
熟
練
は
綿
密
さ
に
由
来
し
て
い
る
の
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で
、
ふ
た
つ
の
句
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
一
致
し
な
い
わ
け
で
は
な

ぬ、a
o
tv 

と
説
明
す
る
。
青
韻
字
三
十
韻
・
小
韻
字
十
三
韻
の
連
用
、
律
詩
の

奇
数
句
末
字
の
聾
調
へ
の
綴
密
な
配
慮
と
い
っ
た
技
巧
を
さ
り
げ
な

く
使
え
る
自
信
も
、
杜
甫
の
さ
き
の
こ
句
か
ら
は
謹
み
取
れ
る
。
掲

律
は
、
「
詩
の
韻
律
が
精
密
」
に
な
っ
た
結
果
、
〈
場
〉
に
配
慮
し
た

う
え
で
、
賓
験
と
し
て
選
揮
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。
他
方
、
正
格
の

「
秋
興
八
首
」
「
詠
懐
古
跡
五
首
」
「
諸
将
五
首
」
を
、
杜
甫
は
自
分

の
代
表
作
と
し
て
讃
み
継
が
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
書
き
、
そ
れ
ゆ



え
に
韻
律
を
守
っ
た
の
だ
ろ
う
。
揃
律
が
三
百
年
後
の
詩
人
に
よ
っ

て
高
く
評
債
さ
れ
、

わ
ざ
わ
ざ
模
倣
す
る
詩
祇
ま
で
出
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
、
杜
甫
に
と
っ
て
珠
想
外
だ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い

だ
ろ
う
か
。

劫
律
の
賓
験
を
、
社
甫
は
な
ぜ
試
み
た
の
か
。
最
後
に
、

ふ
た
つ

の
こ
と
を
指
摘
し
て
お
く
。

「
漸
於
詩
律
細
」
と
明
言
す
る
杜
甫
が
、
書
い
た
作
品
の
音
聾
化

に
も
敏
感
だ
っ
た
と
依
定
し
よ
う
。
杜
甫
の
生
き
た
八
世
紀
の
後
宇
、

中
原
地
域
の
方
言
で
は
平
聾
の
陰
陽
調
分
裂
(
一
小
替
が
二
分
さ
れ
、
現

在
の
北
方
方
言
の
陰
平
・
陽
平
の
組
形
が
成
立
)
、
全
濁
上
聾
の
去
聾
化

(
上
撃
・
去
4

賢
官
厳
密
な
匿
別
が
困
難
に
な
る
)
な
ど
の
現
象
が
起
き
、

四
聾
瞳
系
が
山
朋
れ
始
め
て
い
た
こ
と
は
、
言
語
史
的
に
よ
く
知
ら
れ

⑬
 

て
い
る
。
四
撃
の
安
定
を
前
提
と
し
た
平
灰
は
、
陰
調
・
陽
調
の
分

裂
、
あ
る
い
は
各
聾
調
の
高
さ
の
蟹
化
が
起
き
た
だ
け
で
、
聴
量
的

美
の
調
和
を
破
壊
さ
れ
、
存
立
の
基
盤
を
失
う
。
さ
ら
に
、
杜
甫
の

よ
う
に
萄
で
の
流
寓
生
活
が
長
く
「
秦
・
臨
で
は
去
撃
が
入
撃
と
な

り
、
梁
・
盆
で
は
平
聾
が
去
聾
に
似
て
い
る
」
(
陸
法
一
一
一
日
「
『
切
韻
」

序
」
)
方
言
の
多
様
性
を
現
賓
に
知
る
詩
人
に
と
っ
て
、

四
聾
・
平

制
御
さ
れ
た
逸
脱
(
半
田
)

灰
に
も
と
づ
く
韻
律
は
も
は
や
普
遍
的
な
優
位
性
を
確
信
さ
せ
る
も

の
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
は
る
か
後
の
時
代
に
な
る
が
、
劉
大
勤

と
王
漁
洋
の
つ
ぎ
の
問
答
が
あ
る
。

間
一
帯
主
丁
先
生
(
張
賓
居
、

会
六
三
四
1
一
七
二
二
)
が
、
平

書
の
な
か
の
清
濁
、
灰
の
な
か
の
抑
揚
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
が
、
ど
う
し
て
も
よ
く
理
解
で
き
ま
せ
ん
。

答
二
清
濁
と
は
、
「
通
」
と
「
同
」
、
「
清
」
と
「
情
」

の
四

字
な
ど
で
、
「
通
」
と
「
清
」
が
清
、
「
同
」
と
「
情
」
が
濁
で

す
。
灰
の
場
合
、
入
撃
に
は
卒
撃
に
近
い
字
、
上
撃
に
近
い
字
、
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去
撃
に
近
い
字
が
あ
り
ま
す
。
ま
ぜ
て
使
う
よ
う
に
し
て
こ
そ
、

抑
揚
高
下
の
妙
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
古
人
の
言
う
「
一
片
宮

h
hツAU℃
 

商
(
鳴
り
わ
た
る
和
整
)
」
に
あ
た
り
ま
す
。

」
れ
に
よ
り
、
陰
平
と
陽
平
を
分
け
、
入
聾
韻
尾
が
弱
化
し
て
平

書
・
上
書
・
去
聾
に
接
近
・
合
流
し
た
清
代
の
北
方
方
言
、
特
に
出

身
地
山
東
省
の
中
心
で
あ
る
済
南
方
言
の
瞳
系
を
前
提
と
し
て
王
漁

洋
は
詩
を
作
っ
て
い
た
ら
し
い
、
と
分
か
る
。
聾
調
が
嬰
化
し
て
し

ま
っ
た
た
め
、
韻
書
の
四
聾
を
守
る
だ
け
で
は
、
も
は
や
美
し
い
響

き
を
維
持
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
、
江
蘇
呉
江
の
人
で
あ
る
李
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重
華
(
一
六
八
二
1
一
七
五
四
)
『
白
二
斎
詩
説
』
も
、
律
詩
を
作
る

の
に
平
灰
だ
け
を
問
題
に
す
る
の
は
不
充
分
で
、
「
陰
陽
清
濁
」
も

⑬
 

よ
く
考
慮
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
説
い
た
。
李
氏
の
母
語
呉
江
方
言
の

複
雑
な
書
調
瞳
系
か
ら
み
る
と
、
た
だ
E
l
灰
の
み
と
い
う
匿
別
で
は

あ
ま
り
に
粗
い
か
ら
で
あ
る
。
社
甫
も
、
四
聾
や
平
灰
が
自
ら
の
母

語
や
局
の
方
言
と
あ
わ
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
に
試
が
つ
い
て
い
た

だ
ろ
う
。
拘
律
の
賓
践
を
と
お
し
て
、
音
聾
化
し
た
と
き
に
美
し
い

韻
律
を
賓
現
で
き
る
よ
う
に
と
摸
索
し
た
可
能
性
は
、
皆
無
で
は
な

し、。
い
ま
ひ
と
つ
は
、
「
古
」
に
封
す
る
社
甫
の
態
度
で
あ
る
。
唐
の

玄
宗
期
は
、
既
成
の
字
書
や
韻
書
の
憤
値
が
疑
わ
れ
、
新
し
い
言
語

規
範
形
成
が
試
み
ら
れ
た
時
代
だ
っ
た
。
玄
宗
の
指
示
の
も
と
、
開

元
二
十
三
年
(
七
三
五
)
の
救
撰
『
開
元
丈
字
音
義
』
は

「
説
丈
解

字
」
以
来
の
部
首
を
大
き
く
饗
更
し
、
天
賓
三
載
(
七
四
四
)
に
は

『向主目』

の
「
古
丈
」
を
今
丈
に
改
め
、
天
賓
年
間
(
七
四
二
1
七

五
六
)
の
末
期
か
ら
は
「
秦
音
(
闘
中
山
首
)
」
に
も
と
づ
く
数
種
の
韻

⑬
 

主
目
が
新
た
に
編
纂
さ
れ
る
な
ど
の
で
き
ご
と
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

規
範
の
不
安
定
化
に
封
抗
し
て
、
あ
る
べ
き
古
典
へ
の
回
踊
を
希
求

す
る
態
度
も
現
れ
て
く
る
。

王
力
が
、
拘
律
と
い
う
形
式
を
「
古
詩
風
の
律
詩
」
と
定
義
し
て
、

古
詩
風
の
律
詩
は
、
律
詩
風
の
古
詩
と
逆
の
遁
を
歩
ん
で
い

る
。
古
詩
に
は
近
睦
詩
の
影
響
を
受
け
た
た
め
に
律
詩
化
の
傾

向
が
み
ら
れ
る
。

一
部
の
詩
人
は
、
こ
の
賦
態
で
は
詩
の
格
調

が
し
だ
い
に
卑
俗
化
す
る
と
考
え
、
意
識
的
に
古
典
を
模
倣
し

た
。
し
か
し
、
修
正
が
行
き
過
ぎ
て
し
ま
い
、
律
詩
さ
え
も
古

⑬
 

詩
化
し
て
し
ま
っ
た
。

と
論
じ
た
の
は
卓
見
で
あ
ろ
う
。
詩
の
世
界
が
六
朝
風
・
唐
風
の
修
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辞
法
や
韻
律
で
一
色
に
覆
わ
れ
、
漢
貌
以
前
の
本
来
の
詩
や
皐
聞
が

失
わ
れ
て
い
く
こ
と
へ
の
抵
抗
だ
っ
た
と
い
う
分
析
で
あ
る
。
社
甫

に
お
け
る
古
典
回
婦
の
徴
誼
と
し
て
は
、
「
李
潮
八
分
小
蒙
歌
」
「
、
さ

顧
八
分
丈
阻
字
通
洪
吉
州
」
に
示
さ
れ
た
古
文
字
へ
の
闘
心
、
七
言
古

必

詩
の
用
韻
に
み
ら
れ
る
『
詩
経
』
小
雅
・
大
雅
の
影
が
琴
、
げ
ら
れ
て
、

⑬
 

前
者
は
韓
愈
「
石
鼓
歌
」
の
先
限
、
後
者
は
押
韻
の
「
再
〈
古
韻
〉

化
」
だ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
だ
と
す
る
と
、
杜
甫
の
七
三
口
拘
律
は
、

間
早
に
詩
の
革
新
を
め
ざ
し
た
の
で
は
な
く
、
古
来
の
惇
統
を
強
く
意

識
し
つ
つ
、
試
行
を
重
ね
た
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
。
調
和
の
意
識



的
破
壊
は
、
同
時
に
復
古
の
努
力
だ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

*
杜
甫
の
作
品
の
引
用
に
は
、
主
と
し
て
績
古
逸
叢
書
『
杜
工
部
集
』

(
上
海
一
商
務
印
書
館
、
一
九
五
七
年
)
を
用
い
、
必
要
な
場
合
は
銭

議
盆
婆
注
「
社
工
部
集
』
(
康
県
六
年
季
振
宜
刊
本
)
、
郭
知
達
『
九
家

集
注
杜
詩
』
(
『
杜
詩
引
得
』
二
、
北
千
一
燕
京
大
間
字
引
得
編
纂
慮
、
一

九
四
O
年
)
を
参
考
に
字
を
改
め
た
。
韻
書
は
、
宋
滅
践
を
附
し
た
王

仁
向
「
刊
謬
補
訣
切
韻
』
唐
官
何
本
(
宋
抜
本
王
韻
と
略
稀
)
の
影
印
本

を
用
い
、
必
要
な
場
合
に
園
立
故
宮
博
物
院
蔵
装
務
斉
正
字
本
『
刊
謬

補
訣
切
韻
』
(
以
下
、
表
務
斉
本
)
を
参
照
す
る
。

詰①
葉
嘉
比
玉
「
論
杜
甫
七
律
之
演
進
及
其
承
先
啓
後
之
成
就
」
(
葉
嘉
坐

『
杜
甫
秋
興
八
首
集
説
』
L

上
海
一
上
海
古
籍
出
版
枇
、
一
九
八
八
年
、

一
[
七
一
頁
)
。

②
葉
嘉
村
山
五
前
掲
論
文
五

O
頁
一
「
杜
甫
的
効
律
，
確
曾
局
後
人
開
了
一

他
陣
門
径
，
使
後
人
得
了
一
個
避
兎
流
於
卒
弱
庸
俗
的
弱
七
律
的
法
門
。

這
一
知
就
社
甫
之
七
律
釘
後
世
之
影
響
而
言
，
己
是
極
可
注
意
的
一
件

事
。
不
過
，
以
劫
折
避
平
弱
，
畢
克
只
是
別
径
，
謹
守
格
律
而
能
不
流

於
平
弱
的
作
品
，
才
是
正
格
的
更
可
注
意
的
成
就
。
」

③
こ
の
よ
う
な
愛
州
時
代
の
杜
甫
の
「
正
」
を
強
く
肯
定
し
た
意
見
は
、

胡
小
石
ご
八
八
八
1
一
九
六
二
)
も
、
は
や
く
一
九
三
四
年
ご
ろ
の

講
義
ノ

l
ト
で
語
っ
て
い
る
。
胡
小
石
「
杜
甫
七
組
詩
論
」
(
『
胡
小
石

制
御
さ
れ
た
逸
脱
(
半
田
)

論
文
集
績
編
』
L

上
海
一
上
海
古
籍
出
版
壮
、

頁
)

④
拙
稿
「
杜
甫
「
秋
興
入
品
」
「
詠
懐
占
跡
五
γ
目
」
「
諸
将
五
首
」
の
韻

律
」
(
『
太
田
斎
・
古
屋
昭
弘
同
教
授
還
暦
記
念
中
園
語
向
学
論
集
」
束
京

一
好
文
山
川
版
、
一
一
一
一
一
[
一
一
一
一
一
頁
)
。
そ
こ
に
掲
げ
た
王
漁
洋
「
律

詩
定
鑓
』
に
も
と
づ
く
七
言
律
詩
の
園
式
は
、
三
浦
梅
園
の
も
の
よ
り

や
や
詳
し
い
。

⑤
三
浦
梅
園
『
詩
轍
』
巻
二
(
池
田
四
郎
次
郎
編
『
日
本
詩
話
叢
書
』

第
六
巻
、
東
京
一
文
舎
堂
書
庖
、
一
九
二
二
年
〔
東
京
一
龍
吟
壮
、

九
九
七
年
影
印
本
〕
)
、
二
一
九
頁
。
以
下
に
引
則
す
る
『
詩
轍
』
の
頁

数
は
、
こ
の
版
に
よ
る
。

⑥
『
詩
轍
』
虫
色
二
、
一
一
一
一

O
頁
。
引
用
に
あ
た
っ
て
、
原
文
の
表
記
に

手
を
加
え
た
。

⑦
魯
杭
倫
『
方
図
的
唐
宋
律
詩
的
学
』
北
京
一
中
華
書
局
、
二

O
O
二
年
、

八一

1
八
二
頁
。

⑧
三
種
と
も
『
清
詩
話
』
(
上
海
一
上
海
士
円
籍
出
版
抗
、
一
九
七
八
年

新
一
版
)
所
牧
。
以
下
、
『
清
詩
話
』
は
こ
の
版
。

⑨
廊
健
行
「
比
八
陸
奥
一
一
背
梁
健
」
、
『
唐
代
文
向
学
研
究
』
一
九
九
四
年
、
五

八
九
i
六
O
二
頁
。

⑩
三
浦
梅
園
は
「
濁
立
」
を
述
語
、
「
襟
紗
之
飛
棲
」
を
目
的
語
と
す

る
(
『
詩
轍
』
巻
五
)
。
津
阪
東
陽
は
「
濁
立
標
織
之
」
が
「
飛
棲
」
の

修
飾
語
だ
と
讃
む
(
『
杜
律
詳
解
』
巻
中
)

0

⑪
『
重
訂
唐
詩
別
裁
集
』
巻
十
三
(
『
唐
詩
別
裁
集
』
北
京
一
中
華
書
局
、

一
九
九
一
年
、
二
八
二
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中
園
文
学
報

第
八
十
二
一
冊

一
九
一
頁
)
一
「
句
法
占
隆
司
針
法
律
際
，
爾
者
粂
用

一
九
七
五
年
、

之」
0

⑫
『
詩
律
兆
」
巻
四
(
一
六
一
頁
)
、
巻
五
ご
七
七
一
員
)
、
七
三
口
律
詩

偏
格
・
結
句
一
.
「
唯
杜
善
用
」
0

⑬
朱
葬
品
開
V

『
曝
童
日
亭
集
』
巻
三
十
三
「
寄
査
徳
手
編
修
書
」
(
四
部
叢

刊
初
編
縮
本
、
二
八
四
頁
)
一
「
昔
者
，
五
円
友
冨
平
李
天
生
之
論
点
宍
一
少

陵
向
調
「
晩
節
漸
於
詩
律
細
」
，
口
何
言
乎
細
つ
凡
五
七
言
近
健
，
唐

賢
落
韻
，
共
一
紐
者
不
連
川
巾
，
夫
人
而
然
。
至
於
二
二
五
七
句
用
灰
字

L
L
去
入
三
啓
，
少
陵
必
隔
別
用
之
，
莫
有
差
出
者
。
他
人
不
爾
也
o
」

査
徳
す
は
査
嗣
深
(
一
六
五
三
l
会
七
三
四
、
査
慌
行
の
弟
)
o

明
ら

か
に
、
設
見
者
は
李
因
篤
(
一
六
一
一
一
一
j
i
l
l
-

、
一
六
九
二
)
で
あ
る
。
こ
れ

を
朱
葬
隼
(
一
六
二
九
1

一七

O
九
)
の
愛
見
だ
と
誤
停
す
る
文
献
は
、

清
代
以
来
非
常
に
多
い
。
朱
葬
隼
が
指
摘
し
た
の
は
、
李
因
篤
説
の
例

外
と
な
る
杜
甫
の
七
言
律
詩
が
全
部
で
八
首
だ
と
い
う
こ
と
、
そ
の
多

く
が
誤
刻
に
由
来
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

⑬
葉
嘉
釜
前
掲
論
文
四
七
i
四
九
頁
は
、
「
白
帝
城
最
高
楼
」
が
ど
の

よ
う
に
律
詩
の
「
正
」
「
饗
」
を
一
健
化
で
き
て
い
る
か
詳
し
く
説
明

し
て
お
り
、
必
ず
参
照
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

⑬
『
社
工
部
集
』
巻
十
五
、
頁
五
。

⑬
開
一
多
「
少
陵
先
生
交
遊
考
略
」
(
「
聞
一
多
全
集
(
六
)
』
、
武
漢
一

湖
北
人
民
出
版
祉
)
、
二
四
六
頁
。

⑫
第
四
句
の
解
稗
は
、
説
が
分
か
れ
る
。
津
阪
東
陽
『
杜
律
詳
解
』
巻

中
の
説
に
よ
っ
た
。

⑬
唐
代
の
律
詩
の
韻
に
つ
い
て
は
、
有
坂
秀
世
「
唐
青
を
排
ず
る
詞
と

韻
目
を
詰
詞
す
る
詞
」
(
有
坂
秀
世
『
園
語
音
韻
史
の
研
究
増
補
新

版
』
東
京
二
二
省
堂
、
一
九
五
七
年
、
二
五
七
l
二
五
八
頁
)
が
古
典

的
な
論
述
。
ま
た
拙
稿
「
『
切
韻
』
奥
唐
代
功
令
」
(
潜
悟
居
一
戸
主
編
「
東

方
語
言
典
文
化
』
上
海
・
束
方
出
版
中
心
、
二

O
O
三
年
、
三
二
六
l

三
五
六
白
ハ
)
を
参
照
。

⑬
「
操
」
は
宋
抜
本
王
韻
で
平
整
「
七
刀
反
，
持
」
、
去
聾
「
七
到
反
，

持」
o

寒
泉
で
『
全
唐
詩
』
を
検
索
す
る
と
、
李
洞
の
七
言
律
詩
「
宿

成
都
松
渓
院
」
の
「
松
持
節
操
渓
澄
性
，
一
位
煙
山
風
塵
土
寸
隅
」
(
『
全
唐

詩
』
巻
七
百
二
十
三
、
北
京
一
中
華
書
局
、
一
九
六
O
年
、
八
二
九
八

頁
)
で
「
操
」
は
灰
に
な
る
。
「
不
」
の
平
撃
「
甫
鳩
反
、
弗
」
の
例

は
、
杜
甫
「
熱
三
首
(
其
三
)
」
の
起
聯
「
朱
李
沈
不
冷
0
・
0
0・，

彫
胡
炊
屡
新

C
o
o
-
o」
(
「
九
家
集
注
杜
詩
』
巻
二
十
八
、
「
杜
詩

引
得
』
第
二
冊
、
四
三
三
頁
)
が
あ
る
。

⑫
『
詩
律
兆
』
巻
五
(
一
七
一
頁
)
・
七
言
律
詩
偏
格
印
刷
究
調
・
前
聯
一
、

巻
四
(
一
五
三
頁
)
・
七
三
円
律
詩
正
格
時
制
定
調
・
後
聯
二
、
巻
五
(
一
七

七
頁
了
七
言
律
詩
偏
格
愛
調
・
結
句
二
。

③
王
杢
光
「
方
図
的
グ
呉
岨
戸
詩
論
及
其
詩
的
学
意
義
」
(
『
文
同
字
遺
産
』

二
O
O
八
年
第
四
期
、
七
八
l
八
七
頁
)

0

⑫
仇
兆
禁
『
杜
少
陵
集
詳
註
』
巻
十
八
「
這
悶
戯
呈
路
十
九
曹
長
」
注

(
『
園
皐
基
本
叢
書
」
本
、
七
冊
一
二
九
頁
〔
香
港
二
五
百
港
太
平
書
局
、

一
九
六
六
年
影
印
本
〕
)
・
「
朱
翰
日
一
:
:
:
社
則
少
時
入
細
、
老
更
横

漁一耳」
o

朱
翰
の
生
卒
年
は
王
郷
「
朱
翰
、
李
燈
『
杜
詩
解
意
七
言
律
」
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研
究
」
(
河
北
大
間
半
二

O
一
O
年
一
傾
士
論
文
)
に
よ
る
。

⑫
楊
倫
『
杜
詩
鏡
詮
』
巻
十
五
「
江
南
有
懐
鄭
典
設
」
(
官
室
北
・
雲
文

印
書
館
、
一

O
五
二
頁
)
の
眉
批
「
社
晩
年
七
律
頚
然
自
放
」
0

⑫
『
詩
轍
』
巻
二
、
一
四
一
il--

、
一
四
二
百
一
。
唐
代
に
お
け
る
七
言
律
詩

の
設
展
に
つ
い
て
は
、
張
賓
居
の
説
が
郎
廷
椀
『
師
友
詩
惇
録
』
(
『
清

詩
話
」
、
一
一
一
一
一
一
一
白
ハ
)
に
見
え
、
そ
こ
で
も
「
社
甫
洋
雄
富
麗
，
克
集

大
成
」
と
評
さ
れ
る
。
ま
た
趨
日
円
平
「
初
唐
七
律
的
成
熟
及
其
風
格
淵

源
」
(
『
中
H

羊
文
史
論
叢
』
一
九
八
六
年
第
四
期
)
o

莫
働
鋒
『
杜
甫
許

停
」
南
京
一
南
京
大
事
出
版
一
吐
、
ム
九
九
三
年
、
二
三
九
l
二
四
O
頁。

③
蔦
暁
音
「
論
杜
甫
七
律
ぷ
民
格
“
的
原
理
和
意
義
」
(
『
北
京
大
皐
月
了

報
(
哲
向
学
壮
曾
科
目
学
版
)
』
二

O
二
年
第
六
期
、
六
l
一
九
頁
)
o

ま

た
、
劉
明
華
「
完
善
典
破
棄
|
封
杜
甫
か
効
岨
ヂ
的
思
考
」
(
『
社
甫
研

究
皐
刊
』
一
九
九
七
年
第
二
期
、
一
五
!
二

O
頁
)

0

⑧
董
文
喚
『
馨
調
四
譜
園
説
』
に
従
い
、
一
首
全
憶
が
「
拘
」
と
さ
れ
た

作
品
だ
け
を
選
ん
だ
。

③
食
敏
「
永
明
運
動
的
表
裏
」
(
「
食
敏
語
言
問
学
論
文
集
」
北
京
・
商
務

印
書
館
、
一
九
九
九
年
、
二
八
五
1

二
九
九
頁
)
の
二
九
七
頁
に
よ
れ

ば
、
『
切
韻
』
所
牧
の
字
の
整
調
ご
と
の
比
率
は
、
平
整
四
六
%
、
上

整
十
七
%
、
去
聾
十
九
%
、
入
撃
十
八
%
。
こ
の
数
字
で
計
算
す
る
と
、

七
律
の
奇
数
句
末
字
に
干
上
去
入
が
各
一
回
現
れ
る
確
卒
は
、
で
た
ら

め
に
字
を
並
べ
た
場
合
で
も
約
一
一
一
一
%
に
達
す
る
。

⑮
黄
侃
『
文
字
整
韻
訓
詰
筆
記
』
(
上
海
一
上
海
古
籍
出
版
世
、
一
九

八
三
年
)
一
「
許
敬
宗
奏
定
『
切
韻
』
，
其
潟
詩
亦
不
拘
守
『
切
韻
』
o

杜

制
御
さ
れ
た
逸
脱
(
半
田
)

工
部
反
而
謹
山
寸
。
韓
文
公
毎
於
窄
韻
有
意
謹
守
，
寛
韻
有
意
通
協
。
蓋

韓
氏
小
向
学
甚
深
，
非
宋
人
可
比
。
」
(
二
七
頁
)

0

⑧
『
六
書
音
均
表
」
巻
一
「
今
前
同
用
濁
用
未
允
説
」
一
「
唐
之
杜
甫
敦

精
『
文
選
」
及
庚
信
諸
家
，
故
所
矯
一
泡
鐙
詩
周
五
支
韻
者
，
凡
二
十
七

首
，
不
雑
脂
之
一
字
」
。

⑩
三
十
韻
の
う
ち
棚
停
の
二
字
は
、
宋
抜
本
王
韻
・
装
務
斉
正
字
本

『
刊
謬
補
訣
切
韻
』
と
も
に
未
収
。

⑪
小
韻
濁
用
に
は
、
斉
梁
陳
陪
を
通
じ
て
一
一
一
韻
を
超
え
た
例
が
な
い
。

胤
組
諜
『
貌
耳
目
南
北
朝
韻
部
之
演
愛
」
蓋
北
一
東
大
岡
童
日
公
司
、
一
九

九
六
年
、
一
一
六

O
頁
。
李
条
「
陪
韻
譜
」
(
李
楽
『
音
韻
存
稿
』
北

京
一
商
務
印
書
館
、
一
九
八
二
年
、
一
一
一
一
五
l
二
O
九
頁
)
、
会
五
九

頁。

⑫
院
元
本
『
胤
躍
注
疏
』
巻
四
十
、
頁
六
「
行
数
千
里
馬
不
契
需
」
稗

文。

③
顧
炎
武
『
日
知
録
』
巻
二
十
一
「
古
人
用
韻
無
過
十
字
」
は
、
杜
甫

に
始
ま
る
過
度
に
技
巧
的
な
押
韻
へ
の
批
判
と
し
て
書
か
れ
た
。

⑧
葉
嘉
祭
前
掲
主
目
、
五

O
頁。

⑧
仇
兆
禁
『
杜
少
陵
集
詳
註
』
巻
十
八
「
遣
悶
戯
呈
路
十
九
曹
長
」
注

(
『
圏
直
字
基
本
叢
書
」
本
、
七
冊
一
二
九
頁
〔
香
港
二
五
百
港
太
平
書
局
、

一
九
六
六
年
影
印
本
〕
)
・
「
公
嘗
一
言
「
老
去
詩
篇
海
漫
輿
」
，
此
一
百
「
晩

節
漸
於
詩
律
細
」
，
何
也
。
「
律
細
」
言
川
巾
心
精
密
，
「
漫
輿
」
言
出
手

純
熟
。
熟
従
精
庭
得
米
，
雨
意
未
嘗
不
合
o
」
筆
者
は
、
津
阪
東
陽

『
杜
律
詳
解
」
巻
中
が
一
一
百
う
よ
う
に
、
心
な
ら
ず
も
詩
作
ば
か
り
が
上
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第
八
十
二
一
冊

手
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
白
剛
と
肖
負
と
を
あ
わ
せ
含
む
句
と
し

て
諸
問
み
た
い
。

⑧
有
坂
秀
世
「
悉
曇
裁
所
俸
の
四
聾
に
つ
い
て
」
(
有
坂
秀
世
『
園
語

音
韻
史
の
研
究
増
補
新
版
」
束
京
・
三
省
堂
、
一
九
五
七
年
、
主
九

一
!
五
九
九
頁
。
ザ
山
久
雄
「
日
沿
旧
安
然
『
悉
曇
蔵
』
裏
閥
於
唐
代
整

調
的
記
載
」
(
『
平
山
久
雄
-
話
言
皐
論
文
集
」
北
京
一
商
務
印
書
館
、
二

O
O
五
年
、
一
一
一
一
一
!
一
四
一
頁
)
o

拙
稿
「
唐
宋
科
奉
制
度
轄
総
長
的

方
言
背
景
」
(
『
呉
語
和
閑
罰
的
比
較
研
究
」
上
海
・
上
海
教
育
山
版
壮
、

一
九
九
五
年
、
二
二
四
1

一
五
一
頁
)
O
L
L

嘗
と
去
替
の
匝
別
が
で
き

な
く
な
っ
て
も
、
一
千
灰
の
判
定
に
は
影
響
し
な
い
。
た
だ
し
、
隣
り
合

う
奇
数
句
末
に
聾
調
を
同
じ
く
す
る
字
が
品
ん
で
は
い
け
な
い
鶴
膝
病
、

あ
る
い
は
下
三
以
(
律
詩
各
句
の
下
三
字
に
灰
が
三
連
績
す
る
の
は
か

ま
わ
な
い
が
、
上
去
入
の
ふ
た
つ
以
上
の
聾
調
を
ま
ぜ
な
く
て
は
な
ら

な
い
)
の
回
避
に
あ
た
っ
て
、
影
響
を
輿
え
る
。

③
劉
大
勤
『
師
友
詩
偉
績
録
」
(
「
清
詩
話
」
、
一
四
九
百
(
)
一
「
間
二
粛

亭
先
生
蛍
口
以
卒
中
清
濁
、
灰
中
抑
揚
見
一
不
，
究
未
能
領
曾
o
」
答
一
「
清

濁
如
『
遇
、
同
」
、
『
清
、
情
」
四
字
，
『
遇
、
清
」
気
清
，
『
同
、
情
」

篤
濁
。
灰
中
知
入
撃
，
有
近
卒
、
近
上
、
近
去
等
字
。
須
相
間
用
之
，

乃
有
抑
揚
抗
墜
之
妙
，
古
人
所
謂
一
片
宮
商
也
o
」
山
東
済
南
方
言
は
、

古
平
聾
が
陰
平
と
陽
平
に
分
か
れ
、
古
入
撃
は
消
滅
し
て
陰
千
・
陽

平
・
上
聾
・
去
撃
に
入
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
王
漁
洋
の
本
籍
地
、
山

東
省
新
城
豚
(
現
在
の
泊
博
市
桓
塞
豚
新
城
)
で
は
、
韻
尾
を
完
全
に

失
っ
た
入
替
が
整
調
調
類
と
し
て
残
る
(
趨
皐
玲
『
山
東
方
言
入
盤
調

研
究
』
山
東
大
撃
二

O
O
三
年
碩
士
論
文
)

0

⑧
『
清
詩
話
』
、
九
三
四
頁
。

⑧
王
園
維
『
観
堂
集
林
」
巻
八
「
天
賓
韻
英
陳
廷
堅
韻
英
張
散
考
整
切

韻
武
玄
之
韻
詮
分
部
考
」
0

⑬
王
力
『
漢
語
詩
律
皐
』
(
卜
海
・
上
海
救
育
出
版
壮
、
一
九
七
九
年
、

四
六
三
白
ハ
)
一
「
古
風
式
的
律
詩
奥
入
律
的
古
風
走
的
是
相
反
的
道
路
。

古
風
因
受
了
近
健
詩
的
影
響
，
所
以
有
入
律
的
趨
向
・
'
有
些
詩
人
認
潟

這
様
則
格
調
日
卑
，
於
是
存
心
的
士
口
・
然
而
矯
柾
過
一
止
，
連
律
詩
都
古

化
起
来
。
」

⑪
陳
桁
「
杜
園
説
社
平
議
」
巻
上
(
銭
仲
聯
編
校
『
陳
街
詩
論
ム
口
集

(
上
)
』
一
幅
州
二
幅
建
人
民
出
版
社
、
一
九
九
九
年
、
九
九
三
頁
)
。

⑬
『
九
家
集
注
社
詩
』
巻
十
四
(
一
二
七
頁
)

0

⑬
拙
稿
「
音
起
八
代
之
衰
|
|
復
古
詩
論
奥
元
明
清
育
韻
墜
」
(
『
中
華

文
史
論
叢
』
第
八
五
輯
、
上
海
一
上
海
士
円
籍
出
版
祉
、
二

O
O
七
年
、

一
八
一
1
(

二
O
一
頁
)
・
'
同
「
回
望
中
原
タ
露
時
|
|
失
陥
沖
洛
後
的

「
雅
半
日
」
想
像
」
(
『
中
園
文
皐
苧
報
』
第
二
期
、
香
港
二
否
港
中
文
大

島
ナ
出
版
枇
、
二

O
一
一
年
、
二
ハ
五
!
一
七
五
頁
)
。
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